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■ 例 会 日 ／ 毎週木曜日 p.m.12:30 ～ 13:30

（0246）25-3000

（0246）35-3000

http://iwakitaira-rc.jp/

「インスピレーションになろう」
BE THE INSPIRATION

第 3152 例会（43号）　2019 年５月 30 日（木）晴

外部卓話SPEECH

　みなさん、こんにちは。今日は
ロータリーを離れて趣味の焼き物
についてお話しさせていただきま
す。いわきにもいくつか焼き物が

ありましたが、現在は途絶えています。焼き物はか
なり裾野が広く、テーマを絞りづらいので、いわき
にいて行きやすい、身近な場所にある笠間焼と益子
焼についてご説明します。
　笠間焼は関東最古の歴史を持つ窯です。1770 年
代の安永年間に、新しい産業を興そうと信楽の陶工
の指導により窯を開きました。一方、益子焼は嘉永
年間の 1853 年に大塚啓三郎が笠間で習得した技術
を持ち帰って開窯しました。笠間焼が行政の力で栄
えたのに対し、益子焼は民芸運動で栄えました。笠
間は日本全国から陶工を集めて大きくなりました
が、古来の伝統を守らずに自由に活動したため、今
の笠間焼はニュー笠間焼と呼ばれるように、特徴が
ないのが特徴です。方や益子は用の美を追究して現
在があります。自らを工人と呼び、陶芸家ではない
との認識です。みんなが使いやすい物を造るという
中で、後ろを振り向くと美が追い掛けてくるとの考
えです。笠間焼も益子焼も基本は八溝山系の土を
使っています。益子の土の方があまり良質ではな
く、厚手に造らなければならないという違いがあり
ます。
　笠間焼には板谷波山と松井康成という名手がいま
す。板谷波山は東京芸大を出てはじめは東京の田端
で築窯しました。郷里の筑波山から波山の名を付け
ました。元々は彫刻家です。昭和 28 年に陶芸家と
しては初めて文化勲章を受けました。松井康成は長
野県の出身で、父の生地である笠間に疎開し、浄土

焼き物に魅せられて
次年度いわき分区ガバナー補佐
� 上　村　直　人 様

宗月崇寺に婿に入り、住職になりました。境内にあっ
た古い窯を基に築窯しています。土そのものに色を
付けた練り上げの技法を研究し、平成 5年に重要無
形文化財「練上手」保持者に認定されています。
　一方、益子焼には浜田庄司という文化勲章受章者
がいます。作陶家でありながら営業マンとしても優
れている人でした。東京工業高校（現東京工業大）
で板谷波山に学び、大正３年に益子での作陶を始め
ました。民芸運動では沖縄の壺屋焼の金城次郎とつ
ながっています。イギリスのバーナード・リーチと
もつながっています。バーナードが友人らを伴って
来日し、益子を訪ねた際、浜田が大皿に掛け釉で絵
を描きました。その手際の良さに、ある人が「たっ
た 15 秒で終わりですか」と尋ねると、浜田は「こ
こに来るまで60年掛かった。15秒プラス60年です」
と答えました。この話にバーナードが手をたたいて
同調したそうです。浜田の記念館に「昨日在庵　今
日不在　明日他行」との言葉が記されています。営
業上手の浜田は、昨日はいても今日はここにはいな
くて、明日はどこにいるか分からないというぐらい
動き回っていたそうです。浜田は作品に銘を入れな
いことで有名です。真贋を見極めるときに役立つの
は、息子の晋作氏が「晋作識」と入れた箱です。こ
こに押される印は茶色です。朱肉ではなく、茶肉を
使っています。朱印であれば偽物です。
　今や陶芸の産地としては益子の方が栄え、笠間で
は生活保護をもらっている陶芸家もいるそうです。
焼き物の世界はいろいろありますね。



会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　鈴木俊哉　　三瓶和秀　　村田祐二

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆スマイルボックス委員会（竹内和洋副委員長）

♥関口武司さん（上村直人次期いわき分区ガバナー
補佐を歓迎して、卓話宜しくお願いします）♥
有賀行秀さん（上村直人さん卓話よろしくお願いし
ます）♥三瓶和秀さん（上村さん卓話よろしくお願
いします。お体大切に!!（お互いに））♥吉田仁平さ
ん（上村次期ガバナー補佐の卓話楽しみです）♥阿
部弘行さん（上村さんを歓迎して）♥八幡恭朗さん
（上村様卓話よろしくお願いします）♥佐々木貢一
さん（よろしくお願いします）♥松崎浩さん（上村
さん卓話よろしくお願いします）♥飯野光世さん（上
村次年度ガバナー補佐を歓迎して）♥大久保健蔵さ
ん（上村さん卓話よろしくお願いします）♥五十嵐
敦さん（先週は急遽欠席してしまいSAAの皆様に
はご迷惑をおかけしました）� 以上11件

委員会報告 ･会員報告

◆出席委員会（五十嵐敦副委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数
５月 30 日 51 名 30 名 ―

　尼崎西ロータリークラブの田中毅
さんが炉辺談話というホームページ
を 1999 年に開設し、ロータリーの歴
史や奉仕活動、運営などさまざまな
コラムを載せています。今は 250 編
ほどが掲載されており、ロータリー

の勉強に大変役立ちます。今日はその中にあった「日
本の常識は世界の非常識」についてお話します。日
本では例会の時間は大体１時間ですが、細則には開
始時刻はあっても終了時刻はありません。米国の大
都市では１時間半が多く、アジアや欧州では延々と
続くところもあります。日本では年会費に食事代が
含まれ、欠席してもその分を戻すことはありません。
外国では食事代はその都度払うか、食券を買うよう
になっています。日本はクラブ事務所があり、事務
局担当者がいますが、世界のほとんどではクラブ事
務所はなく、事務処理は幹事中心にこなしています。
日本におけるロータリーの運営は、諸先輩方が築い
てきた独特のものです。

◆会長挨拶ならびに報告

◆ロータリー財団委員会（松﨑倫久副委員長）
　関口武司さん、松﨑倫久さん、阿部弘行さん、越
智正典さん。� 以上４件

◆米山記念奨学会委員会（大久保健蔵委員長）
　関口武司さん、大久保健蔵さん、松﨑倫久さん、
阿部弘行さん。� 以上４件

司会：有賀行秀幹事

〔点鐘・ロータリーソング（我等の生業）・四つのテ
スト（佐々木貢一会員）〕

佐々木貢一会員

◆幹 事 報 告

⃝�郡山ＲＣより会報が届きました。
⃝�６月 18 日の移動例会、19 日のゴルフ会、20 日の
新旧理事会に出欠の返事をお願いします。

★本日の例会案内　６月６日（木）12：30 ～
　　第６回クラブ協議会
　　　お食事メニュー＝�夏野菜の天麩羅　茶そば
　　　　　　　　　　　小穴子御飯
★次回の例会案内　６月18日（火）11：00 ～
　　移動例会　医療創生大出前講座

 ※６月13日は振替休会

◆親睦活動委員会（鈴木弘康委員長）
　６月２日に親睦家族旅行を開催します。午前８時
に市役所前を出発しますので、参加される方は遅れ
ないように御集合ください。
◆地区研修・協議会
　2530地区の2019 ～ 2020年度の地区研修・協議会
が５月18日に福島市のパルセいいざかで開かれまし
た。関口武司会長、阿部弘行会長エレクト、佐々木
貢一副幹事、新田俊彦さん、森雄治さん、鈴木弘康
さんの６人で出席しました。芳賀裕ガバナーエレク
トは「福島からロータリーの心を世界に発信してい
こう」と呼び掛けました。


